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▼独コンチネンタル、 トラック用タイヤをイ

ン ドで生産開始

ドイツの自動車部品・ タイヤ大手のコンチ

ネンタルは、イン ドで トラック用タイヤの

生産と販売を始めた。イン ドではラジアル

タイヤの需要が高まっており、現地生産や

独自の販売網構築のメリットを生かしイン

ド事業の強化を狙う。 (WWW.jetro.go.jp/b

iznews/534f3d74a9ad8)  ,

▼カナダ、13年の貿易は輸出入とも拡大 輸

出先でアジアが存在感

2013年のカナダの貿易額 (通関ベース)1ま、

輸出が前年比 3.8%増 の4439億カガ円レ(約 41

兆2827億円)、 輸入は同 2.9%増 の4756億

カナダ円レだった。最大の輸出品日である原油を

含む鉱物性生産品が 5.9%増だった。輸出

先を国・ 地域別で見ると欧州向けが15%減
だった一方、東南アジア諸国連合 (ASE
AN)向 けが11.4%増 と拡大 した。 (WW
w.jetro.go.jp/biZnews/534f5ad1971f8)

▼チリ、税制改革法案を下院に提出 法人税

率引き上げなど含む

チリのバチェレ大統領は、下院に税制改革

法案を提出した。法人税率の引き上げや、

大統領選の公約にはなかった砂糖入り非ア

ルコール飲料の税率引き上げ、国税庁の権

限強化などが含まれている。同法案は緊急

案件に指定されており、政府は 5月 21日 ま

でに承認されることを期待 している。 (W
ww.jetro.go.jp/biZnews/534f62dOc8708)

w―。bushesswire.com/

▼米ブ ロー ドコム、通信速度が従来 よ り 2

倍速 い無線 LAN用 半導体を 開発 (WW
w.broadcomocom)

▼米デルと米 レッ ドハ ッ ト、共同で設計 した

企業向けプライベー ト (専有型)ク ラウ ド

の提供を開始 (WWW.dell.com)

▼米アマゾン・ ドッ ト・ コム、ネ ッ ト動画を

テ レビに映す小型端末「 ファイア TV」 で

音声検索機能に対応 したコンテンツを拡充

すると発表 (WWW.amazon,com)
▼再生可能 エネルギ ー関連製 品の米 アウ ト

バ ック・ アヾ ワー・ テクノロジーズ、製 品

配送の新 サー ビスを開始 (WWW,Outback
power,com)

▼調査会社 リサーチ 。アン ド・マーケ ッツ、

航 空 機 産 業 にお ける ア クチ ュエ ー タ ー

(駆動装 置 )市 場 が 2019年 まで年 平 均

4.6%で成長す る との調査 を発表 (WW
w.researchandmarkets.com)

▼イスラエルの後発 医薬品大手 テバ 。フ ア

ーマスーテ イカル・ イ ングス トリーズ、

不眠症治療薬「 ルネスタ」の後発薬を米

、国で発売  (WWW.tevapharm.com)
▼米医薬品大手のメルク、花粉ア レルゲンエ

ア

ジ

ア

Ｅグ

ロ

ー

バ

ル

世
界
経
済
成
長
の
潮
目
が

こ
こ
数
年
変

化
し

つ
つ
あ

る
。
２
０
１
１
年
以
降
、
先

進
国
の
輸
出
入
額
が
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
す
る

一
方
、
新

興
国
で
は
増
加
し
続
け
て
い

る
。
こ
れ
は
貿
易
構
造
が
「新

興
国
が
輸
出
し
先
進
国
が
輸

入
す
る
」
か
ら

「
先
進
国
に

頼
ら
ず
新
興
国
同
士
で
貿
易

す
る
」
に
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
の
中
で

静
か
な
注
目
を
集
め
つ
つ
あ

る
の
が
、

「
環
イ
ン
ド
洋
経

済
圏
」
だ
。

ア
」
　
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
年
３

一剌伸詢【呻吋加申］弾辮］彿

由ＨＨ
初
の
シ
ンポ
ジ
ウ
ム
が
経
済

同
経
済
圏
は
１
９
９
７
年

ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
運

ス
」
の
後
押
し
も
受
け
、
世

拠
点
と
し
て
の
成
長
が
期
待

に
設
立
さ
れ
た
経
済
連
合

携

（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
や
環
太
平

界
全
体
の
国
内
総
生
産

（Ｇ

さ
れ
る
た
め
だ
。

「
環
イ
ン
ド
洋
連
合

（
Ｉ
Ｏ

洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る
シ

ェ
ア
は

　

Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ａ
で
は
、
６
つ
の

Ｒ
Ａ
）
」
に
加
盟
す
る
イ
ン

と
い
っ
た

「
メ
ガ
Ｆ
Ｔ
Ａ
」

１０
年
の
９
％
か
ら
４０
年
に
１２

重
点
領
域
①
貿
易
投
資
促
進

ド
洋
沿
岸
２０
ヵ
国
を
中
心
に

と
比
較
し
て
も
遜
色
な
い
。
　

％
に
、
輸
出
の
シ

ェ
ア
は
７

②
海
上
安
全
保
障
③
海
洋
経

構
成
さ
れ
る
。
貿
易
総
額
は

　

こ
の
地
域
の
人
口
は
１０
年

％
か
ら
１６
％
に
上
昇
す
る
見

済

・
海
洋
資
源
管
理
④
観
光

既
存
の
ど
の
自
由
貿
易
協
定

の
約
２２
億
５
５
０
０
万
人
か

込
み
だ
。
輸
出
の
シ

ェ
ア
が

促
進

・
文
化
交
流
⑤
防
災
リ

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
よ
り
も
規
模
が

】り
４０
年
に
は
約
３０
億
人
に
膨

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
シ

ェ
ア
よ
り
も
高

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⑥
学
術

大
き
い
。
現
在
交
渉
中
の
東

】り
む
。
こ
の

「
人
ロ
ボ
ー
ナ

く
予
想
さ
れ
る
の
は
、
生
産
　
。
科
学
技
術
振
興
）
―
―
ご

と
に
活
発
な

イ

ン

フ

ラ

開

発

カ

ギ

に

　

鶴
輸
零

な
か
で
も
最

も
盛

ん

に
議
論
さ
れ
る

の

が
、
貿
易
投
資
促
進
だ
。

今
後
は
閣
僚
級
会
合
の
下

部
に
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
促
進

の
ス
キ
ー
ム
と
し
て

「
環
イ

ン
ド
洋
イ
ン
フ
ラ
開
発
実
施

機
関

（仮
称
）
」
の
設
立
を

検
討
。
加
盟
諸
国
あ
る
い
は

他
の
主
要
国
か
ら
贈
与
ベ
ー

ス
で
は
な
く
融
資
ベ
ー
ス
で

資
金
提
供
を
受
け
る
た
め
の

制
度
設
計
な
ど
を
行
う

「
フ

思容縛鋪零,ィ レクタ時吉 康範氏

産業発展支援 商機
ァ
イ
ナ

ン
ス
委
員
会

（
仮

称
）
」
設
立
も
話
し
合
わ
れ

る
予
定
だ
。

日
本
は
中
国
や
米
国
な
ど

と
並
び
、
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ａ
の

「
対

話
パ
ー
ト
ナ
ー
国
」
と
位
置

向
け
て
本
格
的
に
動
き
出
し

た
の
は
、
イ
ン
ド
を
中
心
と

し
た
環
イ
ン
ド
洋
経
済
圏
が

２‐
世
紀
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と

な
り
得
る
こ
と
の
自
覚
と
確

信
を
強
く
持
つ
よ
う
に
な

っ

た
か
ら
だ
。
加
盟
国
は
、
今

後
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
、

港
湾
お
よ
び
港
湾
と
内
陸
の

産
業
拠
点
を
つ
な
ぐ
道
路
な

ど

ハ
ー
ド
イ
ン
フ
ラ
の
開
発

産
業
省
主
催
で
行
わ
れ
た
。
　

を
は
じ
め
、
貿
易
や
人
材
の

現
状
で
は
対
話
パ
ー
ト
ナ
ー

往
来
に
お
け
る
手
続
き
の
簡

国
の
役
割
に
明
確
な
定
義
が

素
化
と
い

っ
た
ソ
フ
ト
イ
ン

あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
う

フ
ラ
の
開
発
に
あ
た

っ
て
、

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し

山
積
す
る
多
く
の
問
題
を
解

て
投
資
や
技
術
を
は
じ
め
と

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
た
日
本

へ
の
期
待
が
議
論

　

彼
ら
が
必
要
と
す
る
開
発

さ
れ
る
こ
と
で
役
割
の
方
向

や
産
業
発
展
の
支
援
な
ど
は

性
が
定
ま
る
と
と
も
に
、
今

日
本
に
と

っ
て
商
機
で
も
あ

後
の
商
機
の
大
き
さ
を
日
本

る
。
環
イ
ン
ド
洋
経
済
圏
に

企
業
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

対
し
て
は
中
期
的
な
視
野
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
立
ち
、
今
か
ら

一
歩
ず

つ
で

Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ａ
が
、
ヒ
ト

。
モ

も
取
り
組
み
を
積
み
上
げ
て

ノ

・
カ
ネ
の
円
滑
な
交
流
に

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

成長秘めた環インド洋経済圏

先進国と新興国の貿易量が逆転
(2010年 =100)
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主要な貿易・経済連携協定域内の貿易額
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経済連携(RCEP)
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協定(TPP)
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途上国間貿易特恵
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…

中国・ASEAN自 由買
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日本・ASEAN包 括的
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硼暴雁滉翻 哭g編柏発S在健鴬穆震
所

交
渉
中

発
効
済
み

ア ジア有数 の造船所 を 目指 して

いた STX大 連 。造船不況が直

撃 した (遼寧省・ 長興 島 )

【
大
連
Ｈ
森
安
健
】
韓
国
造
船
大
手
Ｓ
Ｔ
Ｘ
グ
ル
ー

プ
が
中
国

。
大
連

（還
寧
省
）
で
展
開
し
て
い
た
大
型

造
船
所
が
破
綻
手
続
き
を
開
始
す
る
方
向
と
な

っ
た
。

同
造
船
所
は
、
中
国

の
李
克
強
首
相
が
還
寧
省
の
共
産

党
委
員
会
書
記
時
代
に
大
連

。
長
興
島
の
目
玉
事
業
と

し
て
誘
致
し
た
肝
い
り
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
、
累
計

の

投
資
額
は
２９
億

，レ
ド

（約
２
９
７
０
億
円
）
に
上
る
が
、

造
船
不
況
で
受
注
が
減
り
、
行
き
詰
ま

っ
た
。

年
、
経
営
悪
化
に
よ
り
金
融

機
関
の
管
理
体
制
に
移
行
し

た
。
最
大
の
製
造
拠
点
で
あ

と
フ
ィ
ア
ッ
ト

・
ク
ラ
イ
ス

ラ
ー

・
オ
ー
ト
モ
ー
ビ
ル
ズ

の
回
復
は
鈍
い
。
欧
州
市
場

全
体
は
復
調
傾
向
に
あ
る
中

で
、
各
社
の
収
益
回
復
に
も

影
響
し
そ
う
だ
。

欧
州
自
動
車
工
業
会

（Ａ

Ｃ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る
と
、
１
～

３
月
の
欧
州
主
要
１８
カ
国
の

乗
用
車
販
売
台
数
は
前
年
同

期
比
７
％
増
の
３
１
２
万
８

１
０
０
台
。
昨
年
か
ら
の
回

復
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

大
手
で
最
も
増
加
率
が
大

き
か

っ
た
の
が
ル
ノ
ー
。
前

年
同
期
比
１８
％
増
で
前
々
年

比
で
も
８
％
増
。
欧
州
で
の

シ

ェ
ア
は
９

・
１
％
と
２
年

前
に
比
べ
１
群
上
昇
し
た
。

看
板
小
型
車

「
ク
リ
オ
」
の

昨
年
の
新
型
や
新
規
に
投
入

し
た
多
目
的

ス
ポ

ー
ツ
車

（Ｓ
Ｕ
Ｖ
）

「
キ
ャ
プ
チ
ャ

ー
」
が
好
調
な
の
に
加
え
、

傘
下
で
比
較
的
割
安
な
車
を

扱
う
ダ
チ
ア
（ル
ー
マ
ニ
ア
）

が
４
割
増
と
け
ん
引
し
た
。

欧
州
２
位
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
１

～
３
月
は
７
％
増
と
市
場
並

み
。
苦
し
い
の
は
フ
ィ
ア
ッ

ト

・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
だ
。
伸

び
率
は
３
％
と
大
手
の
中
で

最
も
小
さ
く
、
欧
州
市
場
の

回
復
の
波
に
乗
り
き
れ
て
い

な
い
。
フ
ィ
ア
ッ
ト
が
国
内

シ

ェ
ア
３
割
を
握
る
お
ひ
ざ

元
の
イ
タ
リ
ア
市
場
の
回
復

が
鈍
い
の
が
響
く
。

３
月
単
月
の
新
車
販
売
台

数
は
前
年
同
月
比
１０
％
増
の

１
４
０
万
６
２
０
０
台
と
７

カ
月
連
続
で
プ
ラ

ス
と
な
っ

た
。
主
要
国
で
は

フ
ラ
ン
ス

が
２
カ
月
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
。

英
国
は
１８
％
増
だ

っ
た
。
ギ

リ
シ
ャ
は
３
割
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
は
４
割
以
上
の
伸
び
で
南

欧

の
反
動
増
が
目
立
つ
。

韓
国

メ
デ

ィ
ア
に
よ
る

と
、
造
船
所
を
経
営
す
る
Ｓ

Ｔ
Ｘ
大
連
は
近
く
中
国
の
裁

判
所
に
会
社
更
生
手
続
き
を

申
請
す
る
。
申
請
が
認
め
ら

れ
ず
破
産
手
続
き
に
入
る
可

能
性
も
あ
る
。
親
会
社
の
韓

国
Ｓ
Ｔ
Ｘ
造
船
海
洋
は
昨

韓国の親会社
援助余力なく

欧
州
新
車
販
売
７
％
増

１
～
３
月

仏

ル

ノ

ー

、

復
鮮
明

【
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
＝
加

藤
貴
行
】
欧
州
の
新
車
市
場

が
回
復
し
つ
つ
あ
る
中
、
不

振
が
続
い
て
い
た
フ
ラ
ン
ス

と
イ
タ
リ
ア
の
自
動
車
メ
ー

カ
ト
の
間
で
明
暗
が
分
か
れ

て
い
る
。
１
～
３
月
の
欧
州

市
場
で
の
販
売
台
数
は
仏
ル

ノ
ー
が
２
０
１
２
年
実
績
を

上
回
る
水
準
ま
で
戻
し
た
。

一
方
、
仏
プ
ジ

ョ
ー
シ
ト
ロ

エ
ン
グ
ル
ー
プ

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）

る
大
連
を
資
金
援
助
す
る
余

力
は
な
く
、
大
連
単
体
の
存

続
も
難
し
く
な

っ
た
。

Ｓ
Ｔ
Ｘ
進
出
に
伴
い
、
渤

海
湾
に
浮
か
ぶ
長
興
島
に
は

社
員
２
万
人
、
取
引
業
者
１

万
５
千
人
、
家
族
３
万
人
が

移
り
住
ん
だ
。
同
島
の
昼
間

人
口
は

一
時
１２
万
人
と
同
社

進
出
前
よ
り
約
２
倍
に
増
え

た
が
、
こ
れ
ら
６
万
人
強
は

既
に
島
を
去

っ
た
と
い
う
。

長
興
島
は
中
国
で
５
番
目

に
大
き
な
島
。
中
国
政
府
は

東
兆
振
興
策
の

一
環
で
長
興

島
を
国
家
級
の
経
済
技
術
開

発
区
に
指
定
し
、
資
金
投
入

し
て
き
た
。
李
首
相
が
還
寧

省
善
記
時
代
の
２
０
０
６
年

に
Ｓ
Ｔ
Ｘ
の
誘
致
に
成
功
。

０８
年
か
ら
生
産
を
開
始
し
、

Ｓ
Ｔ
Ｘ
の
０９
年
の
納
税
額
は

１
億
７
千
万
元
（約
２８
億
円
）

と
同
島
の
税
収
の
３
量
の
１

を
占
め
た
。

１２
年
に
は
３
億

元
に
達
し
た
が
リ
ー
マ
ン
抱

機
後
の
造
船
不
況
で
受
注
が

激
減
し
、

１８
年
香
か
ら
操
業

を
停
止
し
て
い
た
。

当
初

の
投
資
額
は

１５
億

，レ
ド
。
造
船
に
と
ど
ま
ら
ず
、

エ
ン
ジ
ン
や
鋳
造
な
ど
周
辺

産
業
も
集
積
さ
せ
、
そ
の
後

‐４
億

，レ
ド
規
模
の
追
加
投
資
を

し
た
。
地
元
の
銀
行
団
か
ら

の
借
入
額
は
少
な
く
と
も
４０

億
元
に
上
り
、
返
済
が
困
難

に
な

っ
て
い
る
。
地
元
政

府
は
国
有
造
船
大
手
、
大
連

船
舶
重
工
集
団
を
受
け
皿
と

し
た
再
建
を
模
索

し

て
い

る
。
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欧州新車登録台数

〔今呈島虐弱傘尚青琵撃尭目豊季目覇比増
単儀峯玩命滝嗣

【国男噂】
英   国
ド イ ツ
フラ ンス
イタ リア
スペイ ン
18カ 国合計
【メーカー別】

フ ォルクスワーゲ ン (VW)
プジ ョーシ トロエ ングルー 146.4 10。

プ (PSA)
ル  ノ ー                 122.1(28.1)
フ ォー ド・ モ ータ ー    119。 7(12.2)
ゼネ ラル・モ ータ ーズ (G l14.7(6。 9)

/ヽ1)

283.1(17.9)

3月      1～ 3月
464.8(17,7)    688.1(13 ７

６

９

８

８

２

５

２

５

１

７

５

８

５

０

９

　

７

296.4
179,9
139。 3
79.9

1,406.2

711.8
446.6
376.5
202.1

3,128.1

４

５

０

０

５

　

９

０
324.3

92.1( 5。 4)
81,9( 4.1)

749。 1( 7.3)
353.8( 7.1)

236.8(10
236.6( 4

３

３

　

３

７

８

197.0(
197.4(

６

２

３

２

４

６

７

８

８

６

４

６

０

０

３

５

７

９

６

１

６

６

２

８

２

６

‐７

‐２

‐３

９

７

５

４

４

３

４

１

４０

１３

７

７

５

９

０

３

９

０

２

３

３

８

６

５

４

３

３

０

５

１

６

６

３

３

９

６

９

２

３

６

６

１

２

６

６

６

３

６

２

５

３

８

２

６

５

３

１

０

９

８

１

９

７

６

５

４

３

２

２

２

２

１

　

９

７

社手大計
計

車
合
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ダ
ダ

キ
動
車
車

ツ
ン
ズ
期
酪
鯛

マ
ホ

ス
三
Ｋ
Ｋ

BMW
フィア ッ ト・ クライスラー
・オー トモービルズ
タ・イムラー   ｀

日産 自動車
トヨタ自動車
現代 自動車
起亜 自動車
ボルボ・カー
ジ ャガー・ ラン ドローバ ー

李首相の肝 い り

における中国が有望な理由日系


